
      さわやかな季節になり、秋晴れの下で生駒北小学校の運動会も行われました。さて

小中一貫教育懇話会は 7回目を迎え、今回もたくさんの意見が交わされています。

もしも生駒北中学校区で小中一貫教育が実施されたなら・・・

      

【伝統】と【伝統】と【先進】をキーワードにし、理数教育、外国語教育など小中一貫

校にすることで効果的に実施できることに絞ってイメージ作りをしました。

（事務局）＊イメージの詳細は小中一貫教育のホームページをご覧ください。

      

     ＜地域学習：北小の山本教頭からの説明＞

      茶筌組合、奈良先端科学技術大学院大学、老人会と連携して地域を愛し、地域の一員とし

ての自覚と誇りを持ち、将来は地域に貢献できるような子どもを育てましょう。地域学習は

キャリア教育とつながるのではないでしょうか。

＜算数・数学：北中の上西教頭からの説明＞

小学校算数と中学校数学とでは教え方が大きく異なります。中学校の指導内容に合わせ

小学校で抜け落ちてはいけない内容や小学校で先に学習した方が効果的な内容について小

中合同で教材研究をして、「段差なき接続」を可能にしましょう。

＊指導計画の詳細は小中一貫教育のホームページをご覧ください。
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話し合い１

「生駒北小学校と生駒北中学校は

どんな特色を持った教育を行えるのでしょう」

◆言語活動や読解力の向上が大事になるので図書館教育を充実してほしいです。生涯学習の観点から

も重要です。（自治会代表）

◆情報社会を生きるのに図書館教育は大切です。北小では読書タイムも設定されています。（保護者代

表）

◆学校図書館司書さんのおかげで子どもたちは本好きになっています。また、昨年度はいただいた寄

付で 300冊の本を買いました。（学校関係者）

◆英語はコミュニケーションの手段です。英語で外国の方と関わる体験をしてほしいですね。高山の

茶筌を使い、茶道を外国の方に教えるなどどうでしょう。（自治会代表）

◆人間形成や生徒指導上も読書は重要で、図書室を学校の学習情報センターにすることも含めて図書

館の充実をイメージに盛り込みます。（事務局）

話し合い２

「9年間を通じた学習というのは、具体的にどんな学習なの

でしょうか」



                                            

         これまで懇話会では皆様と一緒になって意見を交わしてきました。第 1回懇話会で                       

         は 10月に懇話会としての一定の方向性を出すという予定でしたが、その時期が来て

います。その予定でいいのかご意見をください。（小柳座長）

     座長として皆様の指示に従って、まとめを作るようにしますね。（小柳座長）

生駒市ホームページには議事録等を掲載しております。小中一貫教育懇話会のペー

ジは次のとおりです。 http://www.city.ikoma.lg.jp/kashitsu/15200/03/01.html  

次の懇話会は 10/16（水）生駒北小学校多目的室にて 19:00～21:00の予定で開催し

ます。（傍聴可能）

◆地域学習では高山の茶筌づくりに関連して小学校でお点前体験をしています。中学校で茶道部を作

れないでしょうか。（保護者代表）

◆高山盆まつりでは育友会でお店を出すことがあります。子どもたちはその手伝いをしますが、それ

は一種の職場体験で、キャリア教育ではないかと思うんです。（保護者代表）

◆接続教材や先行学習についてよくわかりました。自分が中学生の時にこのようなカリキュラムがあ

ればよかったのに・・・と思いました。（保護者代表）

◆私が勤めていた時、北小と北中の教頭同士で話し合い、北小の 6年生の英語学習を北中の先生にし

てもらうよう計画したのですが、こんなに近い距離なのに行事等で日程が合わなくて実現しなかっ

たんです。資料にある算数・数学の取組は、小中一貫校だからできるんです。（学校関係者）

◆先生の数を増やして欲しいです。（保護者代表）

◆地域の歴史を知ることが大事ですよね。打田・高船を含めた郷土の歴史を知ることが大切だと思う

んです。（自治会代表）

◆京田辺市と生駒市の教育委員会同士の連携も大事です。普賢寺小学校に情報を提供していくことが

大切だと思っています。（事務局）              

話し合い３

「10月には小中一貫教育について懇話会としての意見をま

とめて方向性を示す予定でしたが、どうでしょう？」

◆この１年の懇話会での話し合いの様子を座長にまとめていただきますが、多数決はとりません。10
月と提案したのは、実施する場合、来年度の実施計画と予算をこの時期に出さなければならないか

らです。（事務局）

◆懇話会のメンバーで認識を共有しなければいけないと思います。そのためには小柳先生にペーパー

でまとめていただきたいです。（保護者代表）

◆子どものために親も前を向いていかなければなりませんし、どこかで区切らないと話は前に進みま

せん。それが 10月だと保護者たちは覚悟しているんです。（保護者代表）

◆懇話会の求めに応じ、小柳先生がまとめられたものを次回の懇話会で提示していただき、座長の監

修のもとでそれを深めていくということでいいでしょうか。（事務局）


